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都市環境プラント基幹改良工事の連続受注 
～プラント３施設を長寿命化および省エネ化～ 

 
 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社（本社:東京都千代田区、社長:狩野久宣）は

このたび、都市環境プラントの基幹改良工事を相次いで受注いたしましたので、

お知らせします。 
受注したのは、それぞれ茨城県龍ケ崎地方塵芥処理組合より、くりーんプラ

ザ・龍 焼却処理施設の基幹改良工事、福井県福井坂井地区広域市町村圏事務組

合より、清掃センターの基幹改良工事、愛知県一宮市より環境センターごみ焼

却施設の基幹改良工事です。受注金額は３件合計でおよそ１５０億円となって

います。 
 
これらの事業は、稼動後１５年以上を経過し老朽化した一般廃棄物処理施設

について、長寿命化および省エネルギー化の方向で改良することを目指してお

り、改良後のＣＯ２削減量に応じて環境省より自治体に対し事業費の一部を交付

されるものです※１。 

今回当社は、施設の現況・ニーズに則した工場主要機器の更新・改造を行い、

施設の長寿命化によるライフサイクルコスト※２の低減と省エネ化による二酸化

炭素排出量の削減を同時に実現します。 
 
当社は、この交付金制度が制定された２０１０年以降、累計で１３件の基幹

改良の受注実績を有しています。一般廃棄物処理施設は、全国で約１２００施

設※３が稼動していますが、このうち約半数は稼動後１５年を経過しており、基

幹改良や更新のニーズは高まっています。これからも当社は都市環境プラント

のリーディングカンパニーとして、自治体の財政負担軽減や地球環境の保全に

貢献してまいります。 
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※１：循環型社会形成推進交付金制度： 

廃棄物削減に向けた環境活動３Ｒ(リデュース、リユース、リサイクル)を推進するために 

計画された施設整備に交付金を付与する制度。 

     一般廃棄物処理施設の大規模改修に対してはＣＯ２削減量に応じて交付される。 

 

※２：ライフサイクルコスト 

施設建設費、運営管理費（運転費、点検補修費）、解体費を含めた廃棄物処理施設の 

生涯費用の総計。このうち、点検補修費はオーバーホール、補修のみならず改造等の 

費用を含むものをいう。 

 

※３：「日本の廃棄物処理 平成 24年度版」（環境省）では平成 24年度のごみ焼却施設数として 

    1,188施設とある。 

 

【受注概要】 

１． くりーんプラザ・龍 焼却処理施設 

発注者 龍ケ崎地方塵芥処理組合 

工事名称 くりーんプラザ・龍 焼却処理施設 

基幹的設備改良工事 

建設場所 茨城県龍ケ崎市板橋町 436番地 2 

主な工事内容 焼却炉、ボイラ、バグフィルタ、通風設備、 

脱硝反応塔、電気計装設備の更新等 

主なＣＯ２削減方策 脱硝反応塔低温触媒採用、送風機インバータ化等 

ＣＯ２排出量の削減率 ３％以上 

処理能力（改造後） ９０ｔ/日×２炉 

完成期日 ２０１７年３月３１日 

既設炉竣工年月 １９９９年７月 

 

 

２． 福井坂井地区広域市町村圏事務組合 清掃センター 

発注者 福井坂井地区広域市町村圏事務組合 

工事名称 清掃センター 基幹的設備改良工事 

建設場所 福井県あわら市笹岡 33-3-1 

主な工事内容 焼却炉、ガス冷却室、バグフィルタ、通風設備、 

電気計装設備の更新、小型蒸気発電機新設等 

主なＣＯ２削減方策 小型蒸気発電機新設、送風機インバータ化等 

ＣＯ２排出量の削減率 ２０％以上 

処理能力（改造後） ７４ｔ/日×３炉 

完成期日 ２０１７年３月１７日 

既設炉竣工年月 １９９５年９月 

 



３． 一宮市 環境センターごみ焼却施設 

発注者 一宮市 

工事名称 環境センターごみ焼却施設基幹的設備改良工事 

建設場所 愛知県一宮市奥町字六丁山 52番地 

主な工事内容 焼却炉、ボイラ、減温塔、バグフィルタ、脱硝反応塔、

灰押出機、電気計装設備の更新等 

主なＣＯ２削減方策 脱硝反応塔低温触媒採用、 

減温用空気圧縮機インバータ化等 

ＣＯ２排出量の削減率 ３％以上 

処理能力（改造後） １５０ｔ/日×３炉 

完成期日 ２０１８年３月３０日 

既設炉竣工年月 １９９８年３月 

 

【一宮市環境センターごみ焼却施設全景】 

        

 
 

本件に関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 
ＪＦＥエンジニアリング株式会社 総務部広報室 


